
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1 回  

日時   １月２１日 (金) 18：30～20：00 

会場   三木市立教育センター  4 階  大研修室  

講師   リバティおおさか大阪人権博物館館長  

      朝治  武  さん 

演題   「全国水平社創立１００周年の歴史的意義」  
講師紹介：専門は近代部落史。特に水平運動史。大阪府内の地域部

落史などの編纂を経て、1982 年から大阪人権歴史資料館

(現大阪人権博物館 )に学芸員として勤務していた。著書

に「水平社の原像」「部落解放論の最前線」等   

主  催  三木市市民生活部人権推進課  

 三木市立総合隣保館  

 〒 673-0501 三木市志染町吉田 823 TEL0794-82-8388 FAX 0794-82-8658 

第 3 回  

日時   2 月 4 日 (金) 18：30～20：00 

会場  三木市立教育センター  4 階  大研修室  

講師  関西学院大学講師  

日野  謙一さん 

演題  「差別意識とは何か」  

講師紹介： 1983 年 3 月に報告書としてまとめられた「三木市同和

対策実態調査」に従事され、現在は部落差別の解消に向

けた「差別意識」について思索を深められています。   

第 2 回  

日時   １月２８日 (金) 18：30～20：00 

会場   吉川町公民館  3 階  大ホール 

講師   兵庫県隣保館連絡協議会顧問  

中尾  由喜雄  さん 

演題  「部落差別とは」～隠された歴史の中で～  
講師紹介： 1966 年芦屋市役所に入庁後 1975 年からは上宮川会館

(現・上宮川文化センター )に 40 年近く隣保館職員とし

て勤務され、阪神淡路大震災の際には、聴覚障がい者

7 人を含む 400 人の被災者を受け入れ、数か月間生活

をともにされました。            

各回、手話通訳・要約筆

記があります。  

た く さ ん の ご 参 加 お 待

ちしております。  

（参加無料）  


